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JSAF の活動の詳細はホームページをご覧ください。

http://www.jsaf .or . jp/hp/

JSAFのメンバーになれば

ボランティアの募集と募金のお願い

JSAFからのメッセージ

■
1
年
前
の
9
月
7
日
、
招
致
活
動
が
実
を
結
び
、
2
0
2
0
年
の
東
京
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
年
後
、
J
S
A
F
は
2
つ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

■
ま
ず
は
J
S
A
F
の
競
技
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
で
す
。

　

2
0
2
0
年
ま
で
に
多
く
の
国
際
的
レ
ー
ス
が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
J
S
A
F
で
は
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
運
営
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

を
兼
ね
『
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
日

本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
競
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
』
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
次
に
募
金
の
お
願
い
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
今
後
、
日
本
で
開
催
予
定
の
多
く
の
国
際
レ
ー
ス
、
そ
し

て
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
運
営
を
日
本
人
セ

ー
ラ
ー
が
担
う
に
は
、
世
界
に
通
用
す
る
レ
ー
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
や
ジ
ャ
ッ
ジ
、

メ
ジ
ャ
ラ
ー
の
育
成
が
肝
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
人
材
育
成
は
講
習
会
の
実
施
や
海
外
派
遣
な
ど
一
定
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
費
用
は
J
S
A
F
会
員
に
よ
る
将
来
投
資
と

し
て
考
え
、
募
金
と
い
う
形
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

J
S
A
F
会
員
自
ら
が
レ
ー
ス
担
当
者
を
育
て
、
2
0
2
0
年
以
降
に
も
人

的
な
資
産
を
残
し
、
日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
将
来
に
役
立
て
た
い
と
い
う
思

い
で
す
。
こ
ち
ら
も
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0
へ
向
け
て
様
々
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
J
S
A
F
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。（
J
S
A
F
専
務
理
事
・
鈴
木
修
）

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www.jsaf.or.jp/j-sailing/ にアクセスしてくださ
い。J-SAILINGのpdfバージョンが掲載されています。過去の記事を再読したり、
本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用ください。

■メールアドレスをお知らせください。
デジタル化が進み、電子メールを使った連絡方法が一般的になっています。
JSAF もメンバー各位に様々な情報をお届けする際、メールを利用することが多
くなっています。そこで、各団体の登録業務ご担当の方々にお願いです。メンバー
の新規登録や更新登録の際には、必ずメールアドレスを併記していただけるよう
お願いいたします。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎ JSAF の会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。

ボランティア募集について：http://japansailing2020.jimdo.com/　　　募金について：http://www.jsaf.or.jp/hp/about/committee/olympic_junbi
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JAPANCUP
2014

〈KARASU〉優勝！
レポート／浅野英武（外洋三崎副会長、総務委員長）　写真／中嶋一成

8月9日〜15日、ジャパンカップ2014がシーボニアをベースに開催された。
10 艇が参加し、優勝したのは〈KARASU〉。圧倒的な勝利だった。

8 レース中 6 レースでトップの優勝艇 〈KARASU〉
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皆
さ
ん
の
ご
協
力

　

昨
年
10
月
初
旬
、
当
時
の
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外
洋
常

務
理
事
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外
洋
三
崎
に
「
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
特
別
協
賛
の
リ
ビ
エ
ラ
リ

ゾ
ー
ト
社
が
全
面
負
担
す
る
の
で
、
主
管
団
体

と
し
て
そ
の
運
営
を
担
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

翌
月
の
外
洋
三
崎
常
任
委
員
会
に
諮
り
、
賛

否
両
論
あ
っ
た
も
の
の
「
微
力
な
が
ら
、
関
東

開
催
な
ら
順
番
と
し
て
も
妥
当
」
と
い
う
こ
と

で
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
１
４
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
10
カ
月
。
全
日
本
外
洋
ヨ
ッ
ト

選
手
権
大
会
と
い
う
名
前
の
重
み
ゆ
え
、
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
険
し
い
局
面
に
何
度
も
出
く

わ
し
た
が
、
な
ん
と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
無

事
故
で
大
会
を
閉
幕
で
き
た
今
、
思
う
こ
と
は

す
べ
て
の
関
係
者
へ
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
ば

か
り
だ
。

　

初
動
体
制
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
行
違
い
が

生
じ
、
そ
れ
ら
の
説
明
不
足
に
よ
り
ご
迷
惑
、

ご
心
配
を
多
く
の
方
に
お
か
け
し
た
が
、
そ
れ

を
救
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
ひ
と
え
に
外
洋

計
測
委
員
会
（
吉
田
豊
委
員
長
）
の
ご
協
力

だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
は
参
加
艇
の
公
平
を
期
す

る
た
め
に
セ
ー
ル
計
測
と
Ｏ
Ｓ
Ｒ
ル
ー
ル
の
厳

守
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
運
用
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
全
面
的
な
ご
指
導
を
い
た
だ

け
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

セ
ー
ル
メ
ジ
ャ
ラ
ー
部
会
の
ご
協
力
の
下
、

Ｉ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
（
川
合
紀
行
委
員
長
）
に
も
細

か
い
部
分
で
の
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
両
委

員
長
に
は
レ
ー
ス
開
催
前
の
３
日
間
、
大
会
本

部
の
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
に
遠
来
し
て
い
た

だ
き
、
セ
ー
ル
計
測
作
業
の
陣
頭
指
揮
に
当

た
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

同
時
並
行
の
Ｏ
Ｓ
Ｒ
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
と

併
せ
、
外
洋
三
崎
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も

貴
重
な
研
修
の
場
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
だ
。

精
鋭
10
艇
の
参
加

　

大
会
に
は
関
東
水
域
・
東
北
水
域
の
先
鋭
艇

を
は
じ
め
と
す
る
強
者
10
艇
の
参
加
と
な
っ

た
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
規
定
」

で
は
開
催
要
件
に
は
「
原
則
10
艇
以
上
で
…
」

の
条
件
が
あ
る
。
参
加
艇
の
誘
致
は
主
要
参

加
艇
オ
ー
ナ
ー
の
熱
心
な
呼
び
か
け
の
賜
物

で
あ
っ
た
。

　

世
界
最
新
鋭
艇
と
し
て
登
場
し
た
カ
ー

キ
ー
ク
40
の
︿ESPRIT

〉、
そ
し
て
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ト
と
し
て
評
価
の
高
い

FIRST
35

の
︿Char Chan V

﹀
に
至
る

ま
で
の
10
艇
が
日
頃
の
切
磋
琢
磨
ぶ
り
を
夏
の

相
模
湾
に
発
揮
し
た
。
微
風
か
ら
強
風
ま
で
の

シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
目
を
見
張
る
走
り
を
見
せ

て
く
れ
た
10
艇
の
オ
ー
ナ
ー
、
各
選
手
に
心
か

ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

個
人
的
に
は
圧
勝
し
た
〈K

A
RA

SU

〉
の

際
立
つ
強
さ
、
そ
し
て
最
小
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

が
ら
果
敢
に
大
型
艇
に
挑
み
、
終
始
敢
闘
賞

に
値
す
る
走
り
を
見
せ
た
〈Char Chan V

〉

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

台
風
の
影
響

　

大
会
は
台
風
11
号
の
影
響
で
初
日
が
キ
ャ
ン

セ
ル
で
、
全
８
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。
詳
細
は

す
で
に
各
サ
イ
ト
で
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る

が
、
大
庭
秀
夫
大
会
レ
ー
ス
委
員
長
の
あ
ざ
や

か
な
海
上
運
営
に
も
感
謝
し
た
い
。

　

大
庭
氏
と
は
個
人
的
に
も
長
年
の
知
己
で

あ
っ
た
こ
と
、
氏
と
は
か
つ
て
と
も
に
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
運
営
に
従
事
し
た
こ
と
、
ま
た
五
輪

関
係
で
も
気
心
が
知
れ
て
い
た
の
で
そ
の
存
在

は
心
強
か
っ
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
も
綿
密

に
行
い
、
こ
れ
が
陸
海
両
本
部
の
連
携
が
円
滑

に
進
ん
だ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

当
初
か
ら
海
上
運
営
は
リ
ビ
エ
ラ
社
（
大
庭

氏
）
が
担
当
す
る
こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、「
レ
ー
ス
を
丸
投
げ
し
て

い
る
」
と
い
う
誤
解
を
生
ん
だ
が
、
プ
ロ
テ
ス

ト
委
員
会
艇
以
外
の
運
営
艇
に
は
常
時
実
行
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
乗
艇
し
、
海
上
サ
ポ
ー
ト

（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
艇
含
む
）
を
し
て
お
り
、

こ
こ
で
そ
れ
を
正
し
て
お
き
た
い
。

　

初
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
判
断
も
良
か
っ
た
。

　

レ
ー
ス
開
始
の
前
日
午
後
に
は
台
風
避
難
の

漁
船
群
団
に
湾
口
を
遮
断
さ
れ
、
最
後
ま
で
気

が
か
り
だ
っ
た
油
壺
の
２
艇
が
シ
ー
ボ
ニ
ア
に

入
港
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
油
壺
の

ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
な
ん
と
か

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
出
し
て
あ
げ
よ
う
と
係
留

中
の
漁
船
を
人
力
で
押
し
分
け
、
航
路
を
確
保

し
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

海
の
仲
間
た
ち
の
連
帯

　

今
シ
リ
ー
ズ
で
の
抗
議
は
2
件
だ
っ
た
。

　

大
会
プ
ロ
テ
ス
ト
委
員
会
（
大
村
雅
一
委
員

長
）
の
方
々
は
全
レ
ー
ス
海
上
に
出
て
、
抗
議

発
生
の
際
は
長
時
間
に
わ
た
り
審
問
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
い
た
。
公
示
・
帆
走
指
示
書
の
監
修

か
ら
最
終
日
の
審
問
ま
で
、
き
め
細
か
い
対
応

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
会
運
営
は
前
述
の
と
お
り

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
社
と
外
洋
三
崎
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
す
べ
て
が
進
行
し
た
。
同

社
と
は
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
か
っ
た
た

め
、「
企
業
と
団
体
間
の
諸
々
」を
危
惧
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
見
事
に
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
同
社
・

新
通
弘
二
部
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
冴
え
、

有
言
実
行
型
の
采
配
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
と
く

に
運
営
全
般
に
つ
い
て
の
我
々
の
希
望
・
要

望
を
ほ
ぼ
１
０
０
%
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
（
唯
一
の
心
残
り
は
参
加
艇
が
マ
リ
ー
ナ
Ａ

バ
ー
ス
に
整
列
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
）。

　

他
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
予
想
以
上
で
あ
っ

た
。
海
の
仲
間
た
ち
の
連
帯
が
な
せ
る
技
か
も

知
れ
な
い
。
我
々
が
朝
か
ら
晩
ま
で
余
計
な
ス

ト
レ
ス
も
溜
め
ず
に
陸
上
本
部
を
運
営
で
き
た

こ
と
は
ま
こ
と
に
以
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。
同

社
の
ご
尽
力
に
対
し
、
謙
虚
に
御
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
だ
。

　

ま
た
、
手
前
味
噌
に
な
る
が
、
会
期
中
の
外

パールレースを制し、ジャパンカップが進水後 2 戦目となった〈ESPRIT〉は 2 位 JAPANCUP
2014
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洋
三
崎
常
任
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な
活

動
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
開
催
ま
で

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば

延
べ
１
０
０
名
余
が
貴
重
な
夏
休
み
を
返
上

し
、
連
日
手
弁
当
で
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の
在
り
方
を

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外
洋
と
し
て
真
摯
に
議
論
す
る
時
期

に
来
て
い
る
」こ
と
を
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
。

東
西
の
一
線
級
の
艇
と
セ
ー
ラ
ー
が
一
堂
に
会

し
て
「
真
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
大
会
開
催
」
を

望
む
声
は
根
強
い
。

　

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
背
景

に
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
是
非
と
も
実

現
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
す
で
に
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

外
洋
で
は
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
い
る
と
聞
く
。
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
説
得
力
で
か
つ
て
の
よ
う
な
「
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
」
の
再
来
を
期
待
し
た
い
。

最終日は風速 20 ノットを超え、大波の中で 3 レースが行われた

満面の笑みの〈KARASU〉チーム

レポート／中田龍二（〈KARASU〉スキッパー）

チームについて　

　ジャパンカップ 2014 で〈KARASU〉チー
ムは 8 レース中 6 度のトップを獲得し、念
願の優勝を果たしました。　
　現チーム結成から約 15 年、ほとんど変わ
らぬチーム・メンバーで臨みました。
　バウ：小林英昭、マスト：中田龍二、ピット：
三好康真、ナビ：荒井和昌、フローター：橋
本浩之・宮井祐治、トリマー：藤井洋暢、メ
イン：増田隆二、ヘルム：石川淳一、オーナー：
斜森保雄、サポート：臼井誠・遠藤健一郎。
　以上 12 人は月 4 日の合宿と海外遠征も含
めたレース参戦で寝食を共にし、オン・オフ
の切り替えが的確にできる最高のコアメン
バーです。
　さらに今回、強力助っ人としてタクティ
シャン：仲川登、セカンドトリマー：現チー
ム創設時スキッパーの高野佳雄を加えた最強
の布陣でレースに臨みました。

ボートについて　

　ボート（SUMMIT40　king）については
2009 年進水で 6 年目。決して最新艇ではな
いのですが、今回は海外レガッタでの経験も
踏まえ、セールエリアの変更、バウスプリッ
ト交換等を行いました。クルー自身、乗って
いてとても気持ち良くセーリングができてい
ました。
　今回のジャパンカップは IRC ボート対最
新鋭ハイパフォーマンスボートとの戦いと
いっても過言ではなかったかと思います。そ
して、今回に限ってはハイパフォーマンス
ボートと走り比べてもついて行けると実感す
るほどのクオリティの高い仕上がりとなりま
した。（もっと早くやっておいたら良かった？
ほどの進化！）

勝因について　

　また、レース期間中、サポート要員のおか
げで飯の段取りから風呂、洗濯、宿舎からハー
バ間の移動、毎朝の船底磨き、セール搭載、
水の準備など、細かな面でもストレスなく行
動ができました。
　メンバーの構成、事前のボートチューニン
グ、生活面のサポートなどすべてが嚙み合っ
ていました。まさに「段取り八分」ができた
ことが最大の勝因です。
　そのおかげで「残り二分」のゲームプラン、
セーリング自体に集中ができ、8 レースとも
ほぼミスもなく戦えることができました。　
　その中でも 2 日目の第 4 レース（ディス
タンスレース）で新セール「コード 0」が大
活躍。微風の中スイスイ進み、初島までラム
ライン上で艇団より左海面をキープし、トッ
プ集団で回航することができました。コード
0 がなければライムラインを外れ、右海面で
大きく順位を落としていたかもしれません。
　また最終日 20 ノットを超えた大波の中で

3 レースが行われ、久しぶりに体力の限界に
挑戦？　となり本当に疲れました。そんなヘ
ビーコンディションの中、普段通りにマーク
回航し、ダウンウインドではサイズアップし
たスピンネーカーでマックス 15 ノットを超
えるボートスピードを更新し、優位性を保て
ました。
　微風、強風ともに高いポテンシャルが発揮
できトップが取れたことは、今後のチームの
レベルアップを予感させる大きな収穫でし
た。

驚くべきオーナーのバイタリティ
　斜森オーナーは全 8 レースに乗船し、レー
スを大いに楽しまれました。オーナーのバイ
タリティには驚きを隠せません。「自分が乗
れなくなったらヨットを辞める」との発言も
空耳で聞きましたが、今回の優勝で引退は当
分、先に延ばされましたね。クルー全員でい
つまでも乗船していただけるように努めま
す。このような環境を作っていただいている
ことに感謝しております。
　2011 年に続きホームポートでのジャパン
カップ奪取です。
　どのレースでも同じですが、まずは自分達
自身の勝負に勝ち、そして他艇だけではなく
自然も相手する中で、たった 1 艇しか得ら
れない栄冠が優勝です。その中でもジャパン
カップを手にすることは崇高で格別なもので
す。来年は海外、日本全国のチームが集い、
より熱いレースに発展することに期待しま
す。
　我がチームも再び挑戦し、勝利の美酒を味
わうためにさらに精進します。
　大会実行委員、レース運営、リビエラ社、
スポンサーの方々に日本最高峰のヨットレー
スの場を提供いただきましたことに感謝申し
上げます。今後ともますます伝統あるレース
に成長することを祈念しています。

優勝記

「段取り八分」
が最大の勝因
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ス
タ
ー
ト
＆
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
変
化

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
江
の
島
・
白
灯
台
前
。
６

艇
の
リ
タ
イ
ア
は
あ
り
ま
し
た
が
、
42
艇
が
事

故
も
な
く
無
事
に
レ
ー
ス
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
新
築
さ
れ
た
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
２
階
の
大
会
議
室
に
て
、
多
く
の
参
加
者
を

得
て
盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
各

艇
の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

以
下
に
今
回
レ
ー
ス
開
催
に
向
け
て
の
各
事

情
を
記
述
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

昨
年
の
レ
ー
ス
の
前
に
ス
タ
ー
ト
地
で
あ
る

志
摩
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
焼

失
し
ま
し
た
。
昨
年
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
他

の
建
物
を
利
用
し
て
何
と
か
レ
ー
ス
を
実
現
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
志
摩
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

の
建
物
火
災
が
続
き
、
レ
ー
ス
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
回
、
㈱
志
摩
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の

懸
命
の
努
力
で
一
部
の
建
物
が
再
建
さ
れ
、
何

と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
・
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
老
朽
化
に
よ
る
劣

化
、
耐
震
強
度
不
足
か
ら
建
て
替
え
ら
れ
、
今

年
６
月
の
竣
工
式
を
も
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
新
装
間
も
な

い
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
引
っ
越
し
で
大
わ
ら
わ
の

時
期
に
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
側
レ
ー
ス
本
部
の
準

備
が
加
わ
り
、
役
員
た
ち
は
大
変
な
苦
労
を
し

ま
し
た
。

安
全
第
一
の
必
要
性

　

今
年
の
レ
ー
ス
で
は
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
で
参
加
艇

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴
走
艇
の
用
意
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
参
加
艇
の
動
静
把
握

の
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、
レ
ー

ス
海
域
を
す
べ
て
カ
バ
ー
で
き
る
衛
星
携
帯
電

話
を
必
携
と
し
ま
し
た
。

　

国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
に
よ
る
参
加
艇
位
置
情
報
の
発

信
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
レ
ー
ス
の
面
白
み
が

な
く
な
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
主
催

者
側
は
参
加
艇
と
の
連
絡
手
段
の
確
保
と
い
う

安
全
第
一
の
必
要
性
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外
洋
特
別
規
定
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

－

Ｏ

Ｓ
Ｒ
）
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
４
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
タ

イ
プ
の
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
を
必
須
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
装
備
は
、
そ
の
艇
の
安

全
の
た
め
（
遭
難
時
の
巡
視
船
・
他
の
船
舶
と

の
通
信
用
）
で
す
。

新
し
い
試
み

　

パ
ー
ル
レ
ー
ス
は
全
日
本
レ
ー
ス
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
参
加
資
格
も
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
資
格
条
件
確
認
に
従
来
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
コ
ピ
ー
の
提
出
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
が
、
レ
ー
ス
直
近
の
会
費
入
金
も
あ

り
、
確
認
に
は
各
加
盟
団
体
事
務
局
の
多
く
の

労
力
を
要
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
オ
ー
ナ
ー
お
よ
び
乗
員
の
Ｊ

Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
番
号
を
申
告
し
て
も
ら
い
、

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
会

員
資
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

確
認
結
果
は
参
加
者
の
８
％
（
30
人
）
の
確

認
に
手
間
取
っ
た
の
み
で
、
こ
の
方
法
の
有
効

性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
可
能
で
あ
れ
ば
他
の

レ
ー
ス
に
お
い
て
も
同
様
に
会
員
証
コ
ピ
ー
の

提
出
を
省
略
で
き
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
ス
テ
ー

タ
ス
も
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

沖
縄

－

東
海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
お
い
て

Race T
racking System

（Y
ellow

brick

等
）
を
採
用
し
、外
洋
レ
ー
ス
の
「
見
え
る
化
」

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
レ
ー
ス
に

参
加
し
て
い
な
い
陸
上
の
家
族
も
レ
ー
ス
艇
の

動
き
を
見
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
を
す
べ
て
の
参
加
艇
が
見
ら
れ
よ

う
に
す
る
に
は
装
備
が
必
要
で
、
公
平
な
情
報

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
り
ま
す
が
、

パ
ー
ル
レ
ー
ス
を
よ
り
楽
し
く
す
る
ツ
ー
ル
と

し
てRace T

racking System

の
採
用
も

一
考
し
た
い
も
の
で
す
。

外
洋
レ
ー
ス
の
醍
醐
味

　

外
洋
レ
ー
ス
の
オ
ー
ナ
ー
お
よ
び
乗
員
の
高

齢
化
は
著
し
く
、
パ
ー
ル
レ
ー
ス
の
参
加
艇
・

乗
員
も
そ
の
傾
向
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体

力
に
自
信
の
な
く
な
っ
た
セ
ー
ラ
ー
は
、
ブ
イ

周
り
の
イ
ン
シ
ョ
ア
レ
ー
ス
よ
り
も
知
識
と
経

験
を
活
か
せ
る
オ
フ
シ
ョ
ア
レ
ー
ス
に
志
向
す

る
の
は
時
の
流
れ
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
パ
ー
ル
レ
ー
ス
の
海
域
は
他
に
な

い
独
特
の
風
、潮
、多
く
の
島
々
、各
地
の
漁
網
、

多
く
の
漁
船
・
商
船
の
往
来
と
い
っ
た
環
境
に

あ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
腕
の
見
せ
所
の
極

み
で
あ
る
と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト・レ
ー

ス
の
集
中
力
の
維
持
も
含
め
て
、
外
洋
レ
ー
ス

の
面
白
さ
そ
の
も
の
を
い
か
に
理
解
し
対
処
し

て
い
く
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
レ
ー
ス
を
楽

し
む
こ
と
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

定
番
の
レ
ー
ス
を
定
番
ら
し
く

　

今
回
の
参
加
は
、
永
年
参
加
し
て
き
た
が
取

り
や
め
た
艇
、「
い
つ
か
は
パ
ー
ル
レ
ー
ス
に
」

と
の
思
い
か
ら
参
加
し
た
艇
、
他
の
レ
ー
ス
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
か
ら
参
加
を
断
念
し
た
艇
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は
様
々
で
、
こ
れ
ら
の
参
加

艇
の
増
減
を
見
る
と
、
パ
ー
ル
レ
ー
ス
（
外
洋

レ
ー
ス
）
に
参
加
す
る
艇
お
よ
び
乗
員
の
絶
対

数
は
こ
れ
く
ら
い
な
の
か
と
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

乗
員
を
公
募
し
て
遠
方
か
ら
来
た
艇
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
状
の
外
洋
レ
ー
ス
参
加
者
の
数

は
「
こ
ん
な
も
ん
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
の

は
、
穿
っ
た
見
方
で
し
ょ
う
か
。
外
洋
レ
ー
ス

に
参
加
す
る
艇
・
乗
員
を
い
か
に
し
て
増
や
し

て
い
け
る
か
が
課
題
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

い
ろ
い
ろ
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
各
方
面

の
ご
協
力
に
よ
り
何
と
か
今
年
も
レ
ー
ス
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
レ
ー
ス
は
外
洋
レ
ー
ス
の
登
竜
門
と

言
わ
れ
て
お
り
、
国
内
に
お
け
る
定
番
の
外
洋

レ
ー
ス
で
す
が
、
定
番
の
レ
ー
ス
を
定
番
ら
し

く
や
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
／
河
内
道
夫
（
第
55
回
パ
ー
ル
レ
ー
ス
実
行
委
員
長
）

（写真左、上）進水間もなく総合優勝した〈ESPRIT〉

第
55
回
パ
ー
ル
レ
ー
ス
は
、
48
艇
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
部
門
44
艇
、
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
部
門
４
艇
）、
乗
員
3
6
5
名
の
参
加
を
得
て
、

７
月
25
日
、
11
時
25
分
、
１
回
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
リ
コ
ー
ル
の
後
に
三
重
県
・
南
伊
勢
町 

五
ヶ
所
湾
口
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
い
な
る
定
番
レ
ー
ス

第
55
回
パ
ー
ル
レ
ー
ス
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（写真左、上）進水間もなく総合優勝した〈ESPRIT〉

スタートの町・南勢町のゆるキャラ「たいみー」がレース艇を見送っ
てくれました。ちなみに「たいみー」は身体が鯛（たい）で顔はみ
かんからの命名

前夜祭、最後まで飲んだ人たちの記念撮影

IRC-C クラス優勝の〈 CRESCENTII> チーム IRC-B クラス優勝の〈Ten Quarter〉チーム

三重県・南伊勢町 五ヶ所湾口を
スタートしたレースフリート

IRC-D クラス優勝の〈Julian〉

成績詳細　http://pearl.toscrace.jp/attachment/get/1405
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■
３
つ
の
方
針

　

ワ
ー
ル
ド
の
唐
津
で
の
開
催
が
決
定
し
て
以

降
、
レ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
協
会
強
化
委
員
会
は
3

つ
の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
選
考
大
会
を
活
用
し
た
強
化
で

す
。

　

全
日
本
規
模
の
大
会
、
地
方
選
手
権
の
10
大

会
に
出
場
枠
を
割
り
振
り
、
代
表
を
目
指
す
選

手
が
集
う
競
争
の
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
地
方
開
催
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
講

習
会
）
で
す
。

　

地
元
で
核
と
な
る
選
手
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
練
習
方
法
や
体
力
向
上
の
方
法
な

ど
世
界
選
手
権
挑
戦
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
強
化
合
宿
で
す
。

　

唐
津
で
の
集
団
練
習
、
集
団
生
活
に
馴
染
む

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
地
元
の
指
導
者
、
保

護
者
に
協
力
を
呼
び
か
け
海
上
運
営
・
指
導
補

佐
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
安
全

確
保
と
練
習
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
コ
ー
チ
側
か
ら
選
手
へ
要
望
す

る
基
本
的
な
技
術
・
知
識
・
取
り
組
み
の
姿
勢

が
伝
わ
り
、
地
元
の
指
導
者
と
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
一
貫
し
た
指
導
の
基
礎
を
築

け
ま
し
た
。

う
自
信
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

競
争
心
を
高
め
る
と
い
う
手
法
は
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
そ
の
他
の
時
間
に
お
い
て
も
引
き

継
が
れ
、
コ
ー
チ
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
自

分
な
り
に
活
用
す
る
術
を
選
手
自
身
で
身
に
つ

け
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
技
術
修
正
に
取
り
組
め
た　

　

選
手
の
レ
ベ
ル
が
は
っ
き
り
と
別
れ
て
い
た

た
め
、
海
上
で
の
練
習
は
課
題
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
分
け
し
、
基
礎
が
で
き
て
い
な
い
選
手
に
は

よ
り
多
く
の
基
礎
習
得
の
時
間
を
設
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
練
習
の
最
後
に
は
レ
ー
ス
を
行

い
、
成
果
の
確
認
（
チ
ー
ム
入
れ
替
え
）
を
常

に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
合
宿
で
は
左
記
の
４
つ
テ
ー
マ

を
明
確
に
し
、
４
・７
ワ
ー
ル
ド
の
場
に
お
い

て
も
そ
れ
を
実
行
し
ま
し
た
。

◎
ミ
ス
と
ロ
ス
を
し
な
い
セ
ー
リ
ン
グ

◎
や
る
気
を
行
動
で
示
す
（
一
番
に
出
艇
す
る

な
ど
）

◎
成
績
目
標
と
動
作
目
標
を
持
つ

◎
あ
き
ら
め
な
い
心
を
持
ち
続
け
る

　

具
体
的
に
は
、
3
月
合
宿
の
時
点
で
は
8
の

字
帆
走
、
ク
ロ
ー
ズ
、
ダ
ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
な
ど

の
ボ
ー
ト
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
技
術
を
徹
底
し
、
5

月
合
宿
で
は
、3
月
の
基
礎
練
習
に
加
え
、レ
ー

■
2
0
0
9
年
が
出
発
点

　

今
回
の
強
化
方
針
を
決
め
る
に
際
し
て
は
、

2
0
0
9
年
の
ラ
ジ
ア
ル
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

唐
津
大
会
の
経
験
が
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
ユ
ー
ス
の
強
化
活
動
を
あ
ま
り
行
っ

て
お
ら
ず
、
ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
、
ユ
ー
ス
選
手
に

対
す
る
コ
ー
チ
の
経
験
や
手
法
も
少
な
い
ま

ま
、
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
臨
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
成
績
は
惨
敗
。
怪
我
人
や
意
欲

が
低
下
し
た
選
手
が
レ
ー
ス
ご
と
に
増
え
、
日

本
は
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
せ
ず
、
苦
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
反
省
を
活
か
す
た
め
に
今
大
会
の
開
催

が
決
定
し
た
時
か
ら
、
日
本
チ
ー
ム
と
し
て
戦

う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
世
界
選
手
権
の

グ
ル
ー
プ
分
け
が
3
つ
（
男
子
2
、
女
子
1
）

に
な
る
事
が
判
っ
た
時
点
で
チ
ー
ム
を
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
に
分
け
、
コ
ー
チ
3
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

を
持
ち
、
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
模
擬

レ
ー
ス
の
成
績
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
を
降
格
・
昇

格
す
る
方
法
を
取
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
位
の
選
手
で
も
、
一
度
降

格
し
て
し
ま
う
と
簡
単
に
昇
格
で
き
な
い
と
い

う
現
実
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
間
の
競
争
で
ミ
ス
を
し
な
け
れ

ば
上
位
チ
ー
ム
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

レーザー 4.7 級ユース世界選手権
佐賀県唐津市、2014 年 8 月 8 日～ 15 日
http://2014laser4.7-worlds.com/

想
像
力
豊
か
な
選
手
を
目
指
し
て

　
　
　

――
コ
ー
チ
の
視
点
か
ら

レ
ポ
ー
ト
／
佐
々
木
共
之
（
日
本
レ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
協
会
強
化
委
員
長
）

写
真
／
日
本
レ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
協
会
強
化
委
員
会

レ
ー
ザ
ー
４
・
７
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
唐
津
大
会
は
男
子
の
５
位
入
賞
、
５
名
の
ゴ
ー
ル
ド
フ
リ
ー
ト
進
出
、

女
子
の
総
合
６
位
（
Ｕ
16
で
は
2
位
）、
７
位
の
２
名
が
シ
ン
グ
ル
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
、
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

選
手
28
名
、
コ
ー
チ
３
名
の
体
制
で
臨
ん
だ
日
本
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
非
常
に
良
く
、
最
後
ま
で
士
気
が
高
か
か
っ
た
。

一
方
で
多
く
の
課
題
も
明
確
に
な
り
、
継
続
し
た
ユ
ー
ス
世
代
へ
の
強
化
を
行
う
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

ワ
ー
ル
ド
前
か
ら
大
会
終
了
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
コ
ー
チ
の
視
点
か
ら
ま
と
め
た
。

レーザークラス協会ではホームページを通じて、今回の世界選手権に臨む意識を高めるために、「世界選手権の選考方針」「イベント情報」
「身体能力測定」「身体能力測定結果」など様々な情報を掲載してきました。参考のためにご欄下さい。http://www.laserjapan.org/

表彰された全選手が一堂
に会した

男子のスタート（photo by Kaoru Soehata）

素晴らしい大会だった
　唐津に集まった世界中（25 カ国、103 名）の４. ７
セーラーを待っていたのは唐津にコンパスコース
を合わせた巨大な台風だった。コーチや選手の中に
は「タイフーンって見たことないから見てみたい！」
などというとんでもない輩もいたが、コーチボート
全艇陸揚げ、大テント固縛、参加艇は予想される風
向に合わせた固縛を総力でこなし、プラクティス中
止、唐津神社で予定されていた盆踊り付きの開会式
は急きょ屋内で開催という幕開けで始まった。
　雷による室内待機あり、日没寸前の曳航帰港あり
と、終わって見れば、一週間の中でレースに使える
風はすべて使ったといえる大会だった。
　レーザーカフェは唐津の婦人会、レーザーメン
バー、選手保護者の協力で日本のおもてなしの見本
を示してくれたし、通訳グループは 24 時間体制で
選手の快適な滞在を支え、最後にはパスポートを紛
失したイタリア兄弟の3日遅れの出国までサポート
をしてくれた。素晴らしい大会だった。（大谷たかを）
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ス
で
の
重
要
箇
所
を
よ
り
意
識
す
る
た
め
、

テ
ー
マ
ご
と
に
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
レ
ー
ス
を
行

い
、
意
識
の
共
有
と
想
像
力
を
養
い
ま
し
た
。

　

と
く
に
ス
タ
ー
ト
の
重
要
性
を
訴
え
、
ス

タ
ー
ト
が
決
ま
れ
ば
上
位
チ
ー
ム
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ス
設
定
も
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
日
本
最
上
位
5
位
で
入
賞
し
た
岩
城

選
手
は
こ
の
レ
ー
ス
が
最
も
苦
手
で
、
23
艇
中

20
番
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
な
ど
、
予
想
外
の

順
位
を
走
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
課
題
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
技

術
の
修
正
に
取
り
組
む
時
間
を
取
れ
た
事
は
意

味
が
あ
り
ま
し
た
。

■
最
大
限
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮

　

大
会
が
始
ま
る
と
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
に
注
力
し
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
に
事
前
合
宿
か
ら
本
大
会
最
終

レ
ー
ス
前
の
最
後
の
最
後
ま
で
、
ビ
デ
オ
で
動

作
確
認
を
し
技
術
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
偶
然
に
も
軽
風
か
ら
始
ま
っ
た

こ
と
も
幸
い
で
し
た
。

　

初
日
か
ら
各
レ
ー
ス
で
日
本
人
選
手
が
入
れ

替
わ
り
な
が
ら
ト
ッ
プ
争
い
を
繰
り
広
げ
、
頑

張
れ
ば
前
を
走
れ
る
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、

チ
ー
ム
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

重
増
量
や
体
力
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

日
本
選
手
が
ど
の
く
ら
い
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
答
は
明
白
で
す
。
見
通
し
が
甘
く
準
備
不

足
の
選
手
が
大
半
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
の
レ
ー
ス
に
お
い
て
曖
昧
に
し

て
き
た
ル
ー
ル
へ
の
認
識
不
足
に
よ
り
失
格
と

な
っ
た
選
手
、
プ
ロ
テ
ス
ト
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
選
手
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
自
己
主
張

の
少
な
さ
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
克
服
す
る
に
は
、
選
手

自
身
が
未
来
の
自
分
を
想
像
し
、
自
ら
鍛
錬
に

次
ぐ
鍛
錬
を
行
う
想
像
力
豊
か
な
選
手
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ー
チ
は
選
手

の
想
像
力
を
高
め
「
目
標
の
た
め
に
準
備
す
る

意
欲
」
に
訴
え
る
手
法
を
学
び
、
実
行
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
課
題
を
明
確
に
克
服
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
で
の
盛
り
上
が
り
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
次
の
大
会
へ
向
け

た
選
手
強
化
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

本
大
会
に
帯
同
し
た
コ
ー
チ
は
３
名
で
す

が
、
28
名
の
代
表
選
手
が
競
え
た
の
は
地
元
の

指
導
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
す
べ
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
感
謝

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
28
名
の
選
手

の
活
躍
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
声
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
保
護
者
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

力
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

陸
上
・
海
上
に
お
い
て
の
雑
務
を
し
て
い
た

だ
き
、
海
上
で
の
気
象
情
報
の
調
査
・
確
認
な

ど
協
力
関
係
を
築
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ー

チ
は
選
手
に
集
中
で
き
、
日
本
チ
ー
ム
と
し
て

最
大
限
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
コ
ー
チ
３
名
だ
け
で
は
な
し
得
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
選
手
自
身
も
チ
ー
ム
全
体

で
戦
っ
て
い
く
雰
囲
気
を
十
分
に
感
じ
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
す
べ
て
を
向
上
せ
ね
ば
な
ら
な
い

　

入
賞
１
名
、シ
ン
グ
ル
２
名
と
い
う
成
績
は
、

一
定
の
成
果
と
し
て
評
価
で
き
ま
す
。し
か
し
、

毎
年
つ
づ
け
て
表
彰
台
を
狙
い
、
将
来
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ラ
ー
と
し
て
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
技
術
・
体
力
・
知
力
の
す
べ
て
を
向
上
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
選
手
と
世
界
の
レ
ベ
ル
差
は
1
年
半
ほ

ど
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
に
な
っ
て
多
く
の
選
手
が
感
じ
た

と
思
い
ま
す
が
、ハ
ー
バ
ー
で
す
れ
違
う
他
国

選
手
は
、皆
、身
体
が
大
き
く
、時
に
は
見
上
げ

る
ほ
ど
で
し
た
。「
同
年
代
で
は
な
い
だ
ろ
う
」

そ
う
い
っ
た
印
象
を
皆
が
持
っ
た
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
こ
の
選
手
た
ち
と
戦
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
真
剣
に
体

※ 5 年前のラジアルワールドのジョン・パリッシュ、そして今回の 4.7 ワールドのジェフ・マーティンの 2 人の IR0

閉会式前に揃った 28 人の選手たち

風を奏でる
　スポーツの大会運営の中で、セーリングはもっとも
難しいものの一つに入ると思う。
　変幻自在な風を相手に、選手のレベルに合わせて巧
みに臨機応変に、しかも、ルールを守りつつ、フェア
な、満足のいくレースを選手に提供する。
　唐津の日本人運営スタッフは、世界で有数のオリン
ピックの IRO２人※を迎え、まったく違う性格の２人
に戸惑いを感じながらも、オーケストラの指揮者と楽
団員の関係に思いを巡らせ、指揮者が奏でる、目指す
風の音色を汲み取りつつ、今まで培ってきた楽団員の
音色も忘れず、素晴らしい虹色の風を奏でることがで

きたのではないかと思う。
　東京オリンピックへ向けて、どんな指揮者を迎える
のか？　はたまた、日本人の指揮者が誕生するのか？
　選手へ素晴らしい風色を提供するため、マニュアル
には書けない、楽譜を超えた演奏を奏でるオーケスト
ラとなるべく、選手と同じ視線で風と勝負し、世界レ
ベルの経験をこれから東京まで続け、世界の素晴らし
い選手たちを迎える準備をせねばならないと感じた。
　選手もスタッフも、日本で行われるこれからの世界
選手権が、東京オリピックとその先につながる貴重な
財産となってほしい。そう感じた唐津のワールドだっ
た。（重由美子）

www.wattsmarine.jp 

Quantumでは
3つの方法を用意しました。
❶スピン・ファール
❷スピン・スリーブ
❸スピン・パック＆テークダウン

詳細はお気軽にお問合わせください。

レース参加に思いとどまらせる要因はク
ルー不足と職人技のフォーデッキワーク
が挙げられる。少しの装備の工夫で解決
できるかもしれない。ジブ交換がファー
リングで対応できるように、苦手のスピ
ン・ワークの克服を考えよう。

Quantum Japan
japan@quantumsails.com
www.quantumsails.com

クルージングボートで
レースを楽しむ。

実戦活用報告
（セイラーズ便り）

SPINFURL

QUANTUM Spinn. Works

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン 
本社ロフト

 〒238-0233  神奈川県三浦市向ヶ崎町 8-40 
電話：046-882-5451  fax：046-882-4319 

関西営業所：（新西宮 YH） 
〒 662-0934 兵庫県西宮市西宮浜 4-14-3
電話：0798-23-6410  fax：0798-23-6420
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久
々
の
日
本
大
会

　

こ
の
大
会
は
偶
数
年
に
開
催
さ
れ
、
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
日
本
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
す
。
前
回
日
本
で
開
催
さ
れ
た
の
が

１
９
９
４
年
の
蒲
郡
大
会
で
し
た
。
日
本
で
長

く
開
催
し
て
お
ら
ず
、日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
は
、

国
際
ス
ナ
イ
プ
協
会
か
ら
開
催
を
強
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
国
際
大
会
運
営
の
経

験
が
豊
富
な
こ
と
、
長
期
間
の
大
会
で
学
生
を

含
め
た
運
営
人
員
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と

等
の
理
由
で
、
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
か
ら
福
岡

県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
に
開
催
の
打
診
が
あ
り
、

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ナ
イ
プ
級
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
は
、
正

規
のSCIRA

会
員
で
あ
り
、
か
つ
大
会
の
年

に
少
な
く
と
も
ス
キ
ッ
パ
ー
が
45
歳
以
上
、
ク

え
て
も
続
か
な
か
っ
た
た
め
１
レ
ー
ス
目
は
で

き
ま
し
た
が
、
マ
ス
タ
ー
部
門
（
55
歳
以
上
）

の
選
手
に
と
っ
て
は
過
酷
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
点
で
杉
山
・
金
田

組
が
12
点
、
上
村
・
白
石
組
が
13
点
で
１
位
、

２
位
を
占
め
ま
し
た
。A

ugie D
iaz

選
手
は

こ
の
日
ト
ッ
プ
を
取
り
、
徐
々
に
頭
角
を
現
し

て
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
（
31
日
）
は
ス
タ
ー
ト
時
刻
を
繰
り

上
げ
、
10
時
38
分
に
ス
タ
ー
ト
。
風
速
５
～
10

ノ
ッ
ト
の
好
条
件
で
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、杉
山・

金
田
組
が
４
位
、
９
位
（
カ
ッ
ト
）、
ト
ー
タ

ル
16
点
で
優
勝
し
、Id Crook M

em
orial

杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。
上
村・白
石
組
は
15
位
、

Ｒ
Ｅ
Ｔ
（
カ
ッ
ト
）、
ト
ー
タ
ル
28
点
で
全
体

の
３
位
、A

ugie D
iaz

・K
ate Sheahan

組
が
６
位
、
３
位
で
ト
ー
タ
ル
23
点
で
２
位
に

入
り
ま
し
た
。

２
レ
ー
ス
と
も
２
位
で
、
日
本
選
手
の
優
勝
を

期
待
さ
せ
ま
し
た
。
２
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
大
会

の
覇
者A

ugie D
iaz

選
手
は
10
位
、
14
位

と
出
遅
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目（
28
日
）も
、同
様
な
天
気
で
し
た
が
、

風
速
15
ノ
ッ
ト
を
超
え
る
ブ
ロ
ー
で
１
レ
ー
ス

の
み
行
わ
れ
、
２
レ
ー
ス
目
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
点
で
杉
山
・
金
田
組
が
ト
ッ
プ

に
躍
り
出
ま
し
た
。

　
３
日
目
（
29
日
）
は
予
備
日
で
し
た
が
、
未

消
化
レ
ー
ス
が
あ
る
た
め
休
み
を
返
上
し
レ
ー

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
艇
後
に
大

雨
に
見
舞
わ
れ
、
レ
ー
ス
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
日
目
（
30
日
）
は
天
候
が
回
復
し
午
後
１

時
25
分
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
風
速
は
一

時
的
に
20
ノ
ッ
ト
ま
で
上
が
り
、
そ
の
日
の
２

レ
ー
ス
目
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
風
速
は
超

ル
ー
と
の
合
計
年
齢
が
80
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
運
営
条
件
と
し
て
15
ノ
ッ
ト
の
風

が
５
分
間
継
続
す
る
と
レ
ー
ス
は
中
止
さ
れ
ま

す
。
レ
ー
ス
回
数
は
１
日
に
２
レ
ー
ス
を
超
え

る
こ
と
は
な
く
、
翌
日
に
体
力
を
温
存
な
い
し

回
復
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

す
べ
て
の
国
際
ス
ナ
イ
プ
級
の
大
会
は
、
ス

ナ
イ
プ
独
特
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「Serious 

Sailing, Serious Fun

」
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

杉
山
・
金
田
組
が
優
勝

　

レ
ー
ス
は
季
節
外
れ
の
停
滞
前
線
の
影
響
で

曇
り
空
の
下
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
（
27
日
）
は
14
ノ
ッ
ト
前
後
の
風
域

の
中
、
上
村
史
朗
・
白
石
潤
一
郎
組
が
２
レ
ー

ス
と
も
ト
ッ
プ
、
杉
山
武
靖
・
金
田
裕
孝
組
が

2014 Id Crook Memorial World Masters Championship　
http://www.fsaf.net/snipe/

杉山・金田組が
優勝！

福岡県セーリング連盟、日本セーリング連盟、
Snipe Class International Racing Association （SCIRA）、
日本スナイプ協会（SCIRA Japan）の共催で
2014 年スナイプ級世界マスターズ選手権大会が
8 月 25 日～ 31 日、福岡市ヨットハーバーで開催され、
8 ヵ国（USA、NOR、ITA、CAN、ARG、BRA、KOR、JPN）、
35 艇が参加しました。

2014 年スナイプ級
世界マスターズ選手権大会

一瞬 20 ノットまで吹いた 30 日、マスターズにとってはキツイ 1 日となった

8 ヵ国 35 艇が参加し、全 6 レースを戦った
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ナ
イ
プ
キ
ン
グ
で
す
。
ス
ナ
イ
プ
級
の
ワ
ー
ル

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
世
界
を
代
表
す
る

セ
ー
ラ
ー
で
す
。

Serious Sailing, Serious Fun

　

Id Crook M
em

orial

杯
と
はSCIRA

会
長
だ
っ
たId Crook

さ
ん
が
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、
来
日
さ
れ
たSCIRA

副
会

長
のGw

eneth Crook

さ
ん
は
そ
の
娘
さ

ん
で
す
。
元
ス
ナ
イ
プ
セ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
来
日
さ
れ
、
ス
ナ
イ
プ
ク
ラ
ス

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
身
を
以
っ
て
示

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
た

Crook
副
会
長
の
挨
拶
文
に
印
象
深
い
一
文

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ス
ナ
イ
プ
ク
ラ
ス
の

モ
ッ
ト
ー
が「
真
剣
に
楽
し
む
」こ
と
で
あ
り
、

互
い
に
旧
交
を
温
め
新
た
な
友
人
と
め
ぐ
り
合

う
「
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
が
海
上
の
レ
ー
ス
と
同

じ
く
ら
い
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
交
流
を
深
め
る
た
め
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
、
レ
ー
ス
後
の
パ
ー
テ
ィ
、
予
備
日

の
大
宰
府
観
光
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
を

企
画
し
ま
し
た
が
、
予
備
日
に
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
た
た
め
残
念
な
が
ら
観
光
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

26
日
の
開
会
式
で
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
河
野
会

長
、
国
際
ス
ナ
イ
プ
協
会
のCrook

副
会
長
、

福
岡
市
の
貞
苅
副
市
長
、
日
本
ス
ナ
イ
プ
協

会
の
古
賀
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

福
岡
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
秋
山
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

英
語
、
日
本
語
、
英
語
も
ど
き
の
和
や
か

な
会
話
が
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
突
如
も
の
も
の
し
い
甲
冑
姿
の
３
名

の
武
将
が
登
場
。
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
福
岡

で
ミ
ニ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
黒
田
官
兵
衛
率

い
る
「
福
岡
黒
田
武
将
隊
」
の
面
々
で
す
。
彼

ら
の
声
高
な
口
上
と
厳
つ
い
出
で
立
ち
に
あ
っ

け
に
と
ら
れ
て
い
た
海
外
選
手
も
、
ス
テ
ー
ジ

終
了
後
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
盛
ん
に
切
っ
て
い
ま

し
た
。

　

熱
戦
終
了
後
31
日
に
ホ
テ
ル
マ
リ
ノ
ア
リ

ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、SCIRA

のCrook

副
会
長
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
秋
山
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の
成

績
発
表
、
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

A
pprentice m

aster division

、

M
aster division

、G
rand m

aster 
division

と
表
彰
が
進
み
、
今
回
特
別
に
設

け
ら
れ
た
75
歳
以
上
のSpecial Legend 

division

の
表
彰
の
あ
と
、総
合
優
勝
の
杉
山・

金
田
組
にId Crook M

em
orial T

rophy

が
渡
さ
れ
会
場
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
も
兼
ね
て
い
た

た
め
そ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
締
め
はSCIRA

　

JA
PA

N

の
古
賀
会
長
の
「
２
年
後
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
」
の
言
葉
、
そ
し
て
最
後
に
当
日

が
誕
生
日
だ
っ
た
カ
ナ
ダ
選
手
の
た
め
に
ケ
ー

キ
と
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
合
唱
で
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
はCrook

副
会
長
の
発
案
で
す
が
、

こ
れ
こ
そ
が
ス
ナ
イ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
素
晴

ら
し
さ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

御
礼
と
感
謝

　

大
会
は
多
く
の
企
業
、
組
織
、
個
人
の
方
々

の
絶
大
な
る
ご
支
援
の
お
蔭
で
成
功
い
た
し
ま

し
た
。

　

ご
後
援
を
い
た
だ
い
た
福
岡
市
、
メ
イ
ン
ス

ポ
ン
サ
ー
の
株
式
会
社
エ
ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｐ
Ｎ
）、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
医

療
法
人
才
全
会
、全
日
本
実
業
団
ヨ
ッ
ト
連
盟
、

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
福

岡
市
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
指
定
管
理
者 

博
多
港

開
発
・
サ
サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
共
同
事
業

体
、
公
式
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
広
告
ご
協
賛
を

い
た
だ
い
た
、
に
わ
せ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
川

上
一
憲
、
株
式
会
社
ノ
ー
ス
セ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
、
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
、
オ
ク
ム
ラ
ボ
ー
ト

販
売
株
式
会
社
、
医
療
法
人
六
広
会
、
ジ
ャ
ス

ト
ヨ
ッ
ト
運
送
、
株
式
会
社
シ
ン
ク
・
ス
タ
イ

ル
、辻
堂
加
工
株
式
会
社
、株
式
会
社
松
喜
屋
、

静
岡
ガ
ス
㈱
運
動
会
ヨ
ッ
ト
部
、
株
式
会
社
マ

リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
小
樽
の
各
社
、
各
団
体
、
個
人

の
方
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
他
、

多
く
の
方
々
か
ら
差
し
入
れ
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
共
同
主
催
を
し
て
い
た
だ
い
た
公

益
財
団
法
人
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
、
本
大
会

の
た
め
に
多
大
な
出
資
と
人
員
派
遣
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会
、
チ
ャ
ー

タ
ー
艇
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
ク
ラ
ブ
、

各
個
人
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
、
及
び
長
期
間
の

大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
補
助
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
福
岡
大
学
、
九
州
大
学
、
西
南
学

院
大
学
、日
本
経
済
大
学
、鹿
屋
体
育
大
学
ヨ
ッ

ト
部
の
学
生
さ
ん
、女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（
文
責
・
福
岡
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
理
事

長 

岩
瀬
広
志
、
協
力
・
日
本
ス
ナ
イ
プ
協
会

事
務
局
長 
吉
留
容
子
、
大
会
広
報
委
員
長 

豊

原
政
則
、
写
真
撮
影
・
高
木
勝
海
）

　

コ
ー
ス
は
先
頭
艇
が
ほ
ぼ
1
時
間
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
、
コ
ー

ス
フ
ラ
ッ
グ　

W

（W
IN

D
W

A
RD

 / 
LEEW

A
RD

）
で
１
５
０
０
～
１
７
０
０
ｍ
。

選
手
に
と
っ
て
は
最
終
日
を
除
き
大
変
き
つ
い

レ
ー
ス
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
高
齢
は
イ
タ
リ
ア
のRenato Bruni

選
手
、
86
歳
で
息
子
さ
ん
と
参
加
し
ま
し
た
。

２
番
目
は
ブ
ラ
ジ
ル
のBibi Juetz
さ
ん（
女

性
）、
81
歳
で
す
。
３
番
目
は
日
本
の
村
上
光

一
さ
ん
、
76
歳
。
村
上
さ
ん
は
Ａ
級
デ
ィ
ン

ギ
ー
の
優
勝
者
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
３
名
は

Special Legend 

部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
で
の
日
本
チ
ー
ム
の

優
勝
は
、
過
去
１
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
大

会
、
日
本
チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
た
こ
と
は
実
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
大
会
は
、
若
い
セ
ー
ラ
ー
に
負
け
な
い
実

力
を
持
つ
選
手
た
ち
が
多
く
参
加
し
ま
し
た
。

全
体
の
２
位
、
マ
ス
タ
ー
部
門
（
55
～
64
歳
）

で
優
勝
し
た
米
国
のA

ugie D
iaz

氏
は
ス

　インターナショナルジュリーは IJ 4 名（USA、KOR、CHN、JPN）
と NJ 1 名で構成され、福岡の NJ 2 名がジュリーセクレタリーとして
参加しました。チェアマンのトーマス・リンダ（USA）はスナイプワー
ルドの経験もあり、当該クラスに精通していました。
　今回、「抗議」1 件、「抗議と救済」1 件、「救済」1 件、42 条違反の
海上ペナルティー 1 件と数字的には少ないようですが、ベテランの選
手らしく選手同士で解決していたと考えられます。自主的なリタイアも
見受けられました。
　チェアマンのトムからは、博多湾の海面がこの規模のレースに適して
いること、また、レガッタの性格からも救助体制が必要であり、それを
そつなくこなしていたレース・コミッティーに対し、「素晴らしい」と
の言葉をいただきました。
　トムは岡村勝美レース委員長の判断の良さと決断力を高く評価し、「風
速が SCIRA 基準を上回った瞬間があったレースで、強風のために沈
をしてセンターを落としたり、マストが破損したりした艇に対するレー
ス中の配慮、それを理由に救済を求めた選手への聞き取りの場での紳士
的な態度、その後の対処等がとても素晴らしい」と絶賛し、「ヒー イズ 
クレバー！」を繰り返していました。
　海外 IJ 全員がホスピタリティに対して「大変良かった」と喜び、福
岡をとても好きになって帰ってくれたことは何より成功の証と感じてい
ます。（IJ セクレタリー・高野由美子）

福岡を好きになってくれた

AP 優勝＆総合優勝の杉山・金田組。中央左は
SCIRA 副会長の Crook さん、同右は Crook
さんのお母さん。スナイプセーラーです

ＧＭ優勝の川上親子マスター優勝のディアス組（米）レジェンド優勝のビビ組（BRA）
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Aquece Rio Test Events を視察して

レポートと写真／ JSAF オリンピック・パラリンピック準備員会

Marina da Gloria の様子 Marina 周辺の海岸

JSAF オリンピック・パラリンピック準備員会は
リオデジャネイロで開催された
セーリング競技のオリンピック・テストイベント

（Aquece Rio Test Events、8 月 2 日～ 9 日）の現地視察を行った。
ブラジルのリオ五輪への準備状況をチェックするとともに、
2020 東京へ向けての具体的な第一歩ともなった。

Ⅰ　
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

リ
オ
２
０
１
６
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
るM

arina 
da Gloria 

は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
南
部　

Guanabara Bay

に
面
し
たFlam

engo Park 

に
隣
接
し
た
地
域
に
あ
る
。A

ntonio Carlos 

国

際
空
港
か
ら
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
抜
け
南
に
約
20
㎞
、

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
車
で
1
時
間
強
か
か
る
距

離
に
位
置
し
て
い
る
。

　

競
技
会
場
は
こ
のM

arina da Gloria 

と
隣
接

す
るFlam

engo Park

の
一
部
を
使
用
し
て
行

わ
れ
て
い
た
。M

arina da Gloria

の
す
ぐ
先
に

は
国
内
線
用
の
ロ
ー
カ
ル
空
港
が
あ
り
、
終
日
レ
ー

ス
海
面
の
す
ぐ
上
空
を
超
低
空
で
飛
行
機
が
離
発
着

し
て
い
る
。Guanabara Bay

周
辺
は
リ
オ
を
代

表
す
る
景
勝
地
で
あ
り
、
白
い
砂
の
ビ
ー
チ
や
緑

に
囲
ま
れ
、
垂
直
に
隆
起
し
た
よ
う
なSugarloaf 

M
ountain

や
市
街
の
山
上
か
ら
は
あ
の
両
手
を
広

げ
た
キ
リ
ス
ト
像
が
レ
ー
ス
海
面
を
見
降
ろ
し
て
い

る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
さ
れ

る
こ
の
時
期
は
真
冬
の
乾
季
に
当
た
り
、
気
温
は
摂

氏
25
度
前
後
で
空
気
が
乾
燥
し
て
過
ご
し
や
す
く
、

日
差
し
は
強
く
て
も
さ
ほ
ど
汗
を
か
く
こ
と
は
な

い
。
海
水
は
意
外
と
冷
た
く
、
雨
天
・
曇
天
の
日
は

肌
寒
さ
さ
え
感
じ
る
。

Ⅱ　
会
場
施
設

1　

競
技
会
場

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
は
既
存
のM

aria de 
Gloria

と
隣
接
す
る
公
園
を
使
用
し
た
。
現
時
点

で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
新
設
し
た
施
設
は

な
く
、
す
べ
て
既
存
の
施
設
と
仮
設
の
施
設
を
利
用

し
た
会
場
で
あ
る
。
会
場
全
体
は
金
網
の
柵
で
覆
わ

れ
、
選
手
・
コ
ー
チ
・
役
員
等
が
通
過
す
る
ゲ
ー
ト

と
報
道
関
係
が
使
用
す
る
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。

　

M
aria de Gloria

は
ス
ロ
ー
プ
周
辺
が
若
洲

訓
練
所
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
規
模
で
あ
っ
た
が
、
ポ

ン
ド
の
奥
行
き
と
後
背
地
が
広
く
、
堤
防
沿
い
に
多

く
の
大
型
艇
が
係
留
さ
れ
て
い
て
、
全
体
的
な
ハ
ー

バ
ー
と
し
て
の
規
模
は
か
な
り
大
き
い
。

　

会
場
に
は
２
０
１
４
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の

仮
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
16
年
本
番
で
の
施

設
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
に
な
る
と
説
明
を
受
け

⑧ Radio D
istribution Room

 (5x3m
)

　

運
営
に
使
用
さ
れ
る
全
て
の
ト
ラ
ン
ク
は
こ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
貸
し
出
さ
れ
る
。

⑨ W
orkforce B

reak A
rea (96 seats) 

(19x13m
)

　

ス
タ
ッ
フ
用
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
事
前
に
購
入
し
た

チ
ケ
ッ
ト
が
な
い
と
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

選
手
・
コ
ー
チ
は
事
前
に
申
し
込
ん
だ
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
が
配
ら
れ
て
い
た
。
一
般
人
に
対
し
て
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
の
外
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
２
台
来

て
軽
食
を
提
供
し
て
い
た
が
、高
く
て
不
味
か
っ
た
。

⑩ Sport M
eeting Room

 (72 seats) (19x7m
)

　

コ
ー
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
毎
日
10
時
か
ら
開
催
）

や
記
者
発
表
を
行
う
会
議
室
で
、
発
表
側
の
壁
に
は

ス
ポ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
る
。
ボ
ー
ド
に
は
２
社
の

ス
ポ
ン
サ
ー
名
（Bradesco

、Correios

）
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

⑪ IT
O

 Loung e (IRO
 / IM

) (9x4m
)

　

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
Ｉ
Ｒ
Ｏ
等
の
Ｉ
Ｔ

Ｏ
の
た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、M

r. D
im

itris 
D

im
ou

（IM

）
が
詰
め
て
い
た
。

⑫ IT
O

 Lounge (Jury) (10x4m
)

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
Ｉ
Ｊ
等
の
Ｉ
Ｔ
Ｏ
の

た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

⑬ Jury Reception A
rea (5x5m

)

　

ジ
ュ
リ
ー
の
た
め
の
受
付
と
控
室
で
あ
る
。 

た
。
し
か
し
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
計
画
図
は

公
表
す
る
段
階
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
将
来
的
な

計
画
を
掴
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

2　

運
営
ブ
ー
ス

　

運
営
ブ
ー
ス
は
２
階
建
て
建
物
（
以
下
本
部
棟
と

表
記
す
る
）
の
２
階
部
分
（
壁
は
な
く
天
井
は
布
張

り
）
に
プ
レ
ハ
ブ
の
部
屋
を
作
り
、
そ
こ
で
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
施
設
は
16
セ
ク
シ
ョ
ン
、
18
部
屋
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
部
棟
以
外
に
は
計
測

用
テ
ン
ト
、
海
上
監
視
用
ブ
ー
ス
が
あ
る
。　
　

①O
ffi

cial N
otice Board (3x10m

)

　

公
式
掲
示
板
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
と

な
っ
て
い
る
。
掲
示
物
は
部
屋
の
内
側
か
ら
貼
ら
れ

て
お
り
、
風
で
飛
ば
さ
れ
た
り
、
汚
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

②A
thlete &

 Coach Reception (5x5m
)

　

コ
ー
チ
や
選
手
用
の
窓
口
で
、
レ
ー
ス
運
営
上
の

質
問
や
要
望
は
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
対
応
し
て
お
り

常
に
混
雑
し
て
い
る
ブ
ー
ス
で
あ
る
。

③Result Room
 (5x3m

)

　

レ
ー
ス
や
審
問
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
結
果

を
作
成
・
公
示
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

④ISA
F O

ffi
ce / T

echnical D
elegations 

O
ffi

ce (5x5m
)

　

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
大
会
の
責
任
者
と
し
てM

r. 
A

lastair Fox

と
レ
ー
ス
責
任
者
と
し
てM

r. 
N

ino
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の
机
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。　

⑤C
om

petition M
anagem

ent O
ffice 

(9.5x5m
)

　

実
質
的
に
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
い

る
ブ
ラ
ジ
ル
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
責
任
者
の
机
が

あ
り
、
レ
ー
ス
委
員
長
と
し
てM

r. W
alter 

Boddener

、
事
務
長
と
し
てM

r. K
adu

が
詰
め

て
い
る
。

⑥ FO
P / PRO

 O
ffi

ce (4.5x5m
)

　

ブ
ラ
ジ
ル
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
ス
タ
ッ
フ
が
事
務

処
理
を
行
っ
て
い
る
。

⑦ Sport Inform
ation &

 Secretary Room
 

(5x8m
)

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長M

r. W
. Scott Perry

と
テ

ス
ト
イ
ベ
ン
ト
副
委
員
長M

r. John S. Bennett

の
机
が
あ
り
、
主
に
セ
ク
レ
タ
リ
ー
ル
ー
ム
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑭ A
thlete Protest 1~3(5x5m

)

　

テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
で
は
海
上
で
ジ
ャ
ッ
ジ
を
行
っ

た
た
め
、
陸
上
で
の
審
問
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

⑮ Press W
ork Room

 (24seats) (6x3m
)

　

報
道
用
の
ス
ペ
ー
ス
で
電
源
及
びW

iFi

が
完
備
。

⑯ V
enue O

peration Center (15x7m
)

　

各
施
設
の
運
営
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
の
割
り
振
り

を
行
っ
て
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
会
運
営
の
心
臓

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
重
要
な
施
設
と
し
て
は
、

選
手
控
え
ス
ペ
ー
ス
（
椅
子
席
１
４
４
、
ソ
フ
ァ
ー

席
28
、30x50m

） 

と
仮
説
の
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

本
部
棟
の
一
階
部
分
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
や

マ
リ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
並
ん
で
い
て
、
フ
ェ
ン
ス
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
分
け
て
お
り
、
一
般
客
も
こ

れ
ら
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
入
り
は
可
能
で
あ
る
。ま
た
、

フ
ェ
ン
ス
の
両
側
を
使
っ
て
ミ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
が
設

定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
報
道
陣
が
選
手
控
室
ま

で
入
っ
て
取
材
を
し
て
い
た
。　
　
　
　

3　

運
営
施
設

① 

ス
ロ
ー
プ

ス
ロ
ー
プ
は
本
設
１
カ
所
、
仮
設
２
カ
所
で
幅
は
そ

れ
ぞ
れ
20
ｍ
程
度
で
あ
る
。
本
設
ス
ロ
ー
プ
も
幅
20

ｍ
と
決
し
て
広
く
な
い
が
、
船
台
担
当
の
責
任
者
と

マリーナレイアウト

選手控室

ミックススゾーン
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ス
タ
ッ
フ
が
的
確
に
作
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
着

艇
時
の
混
乱
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

　

仮
設
ス
ロ
ー
プ
は
本
設
ス
ロ
ー
プ
に
併
設
す
る
形

で
設
置
さ
れ
て
い
た
。
も
う
一
カ
所
の
仮
設
ス
ロ
ー

プ
は
Ｒ
Ｓ:

Ｘ
と
ナ
ク
ラ
用
の
も
の
で
砂
浜
の
上
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　

② 

レ
ー
ス
艇
置
場

　

レ
ー
ス
艇
の
置
場
は
隣
接
す
る
公
園
や
駐
車
場
も

利
用
し
、船
と
船
の
間
を
大
き
く
取
り
、余
裕
を
持
っ

た
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
艤
装
の
際
に
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
た
め
で
、
大
型

艇
で
あ
る
ナ
ク
ラ
級
、
49‌

er
級
及
び
４
７
０
級
の
場

合
は
特
に
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

③ 

コ
ン
テ
ナ
置
場

　

コ
ン
テ
ナ
置
場
は
海
側
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
お

り
約
20
本
程
度
の
コ
ン
テ
ナ
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

コ
ン
テ
ナ
間
の
間
隔
は
１
ｍ
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
は
コ

ン
テ
ナ
の
扉
を
フ
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
場
合
に
必
要
な

最
小
限
の
間
隔
だ
と
思
わ
れ
る
。

④ 

船
台
置
場

　

コ
ー
チ
ボ
ー
ト
等
の
船
台
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番

で
は
１
５
０
台
ほ
ど
に
な
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
広

さ
を
持
っ
た
船
台
置
場
が
必
要
に
な
る
。

⑤
運
営
艇
・
コ
ー
チ
ボ
ー
ト
係
留
施
設

　

従
来
は
大
型
艇
を
係
留
す
る
桟
橋（
お
よ
そ
70
ｍ
）

の
ハ
ー
バ
ー
側
を
コ
ー
チ
ボ
ー
ト
の
係
留
場
所
、
外

洋
側
を
運
営
艇
の
係
留
場
所
と
し
て
い
た
。
コ
ー
チ

ボ
ー
ト
は
60
艇
程
度
あ
る
と
思
わ
れ
、
３
重
、
４
重

の
腹
付
け
で
係
留
し
て
い
る
。

告
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
き
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
競
技
運
営
ヘ
ッ

ド
のA

lastair Fox

か
ら
の
レ
ー
ス
に
関
す
る
諸

注
意
や
説
明
、
並
び
に
計
測
・
運
営
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の

そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
責
任
者
か
ら
の
諸
注
意
と
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
る
。
コ
ー
チ
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
毎
朝
行
わ
れ
て
い

た
。

⑥
報
道

　

テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
と
は
言
え
初
日
に
は
１
５
０
名

の
報
道
関
係
者
が
来
場
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
地
元
の
新
聞
に
は
連
日
こ
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
街
で
は
一
般
の
人

の
関
心
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ⅲ
大
会
運
営

①
ス
ポ
ン
サ
ー

　

会
場
内
に
は
一
切「
２
０
１
６
リ
オ・オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
文
字
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
あ
く
ま
で
のA

quece Rio T
est Events 

と
し
て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
に
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
てCorreios

と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
政
府

も
出
資
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
、
ま
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
４
大
銀
行
の
一
つ

Bradesco

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
2
社
は
あ

く
ま
で
も
今
年
と
来
年
2
回
行
わ
れ
る
テ
ス
ト
イ
ベ

ン
ト
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
回
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
で
は
合
計
２
０
６
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
運
営
要
員
と
し
て
確
保
し
て
い

た
。（
警
備
・
清
掃
は
除
く
）

　

今
回
は
そ
の
す
べ
て
が
い
わ
ゆ
る
有
料
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
が
、
本
番
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
陸
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
レ
ー
ス
艇
出
艇
後
、
船
台
を
整
然
と
浜
に

並
べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

③
コ
ー
チ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

大
会
期
間
中
は
毎
朝
10
時
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
で
コ
ー
チ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
組
織
委
員
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ーW

alter Boddener

か
ら
の
連
絡
事
項

の
報
告
に
始
ま
り
、
気
象
情
報
が
海
軍
士
官
か
ら
報

　

会
場
の
入
り
口
は
メ
デ
ィ
ア
用
と
選
手
、
一
般
用

と
は
別
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
用
の
ミ
ッ
ク
ス

ゾ
ー
ン
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

の
せ
い
か
、
規
制
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
は
な
く
、
結

構
自
由
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
。

　

驚
い
た
の
は
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
の
ヘ
リ
に
よ
る
空
撮

だ
っ
た
。
２
０
２
０
の
東
京
で
も
ヘ
リ
に
よ
る
空
撮

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
オ
で
は
超

低
空
で
離
着
陸
す
る
飛
行
機
の
す
ぐ
横
、
レ
ー
ス
海

面
80
～
１
０
０
ｍ
上
空
を
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
撮

影
し
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
で
は
11
時
～
17
時

の
間
、こ
の
ロ
ー
カ
ル
空
港
で
の
離
着
陸
を
制
限
し
、

ア
ン
ト
ニ
オ
国
際
空
港
な
ど
よ
そ
の
空
港
へ
振
り
分

け
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

IV　
競
技
運
営

①
レ
ー
ス
海
面
は
左
図
の
と
お
り
。

　　

②
風
況
・
潮
流

　

傾
向
と
し
て
午
前
中
は
３
ｍ
以
下
。
昼
頃
よ
り
南

風
が
湾
内
に
入
り
５
～
10
ノ
ッ
ト
（
ブ
ロ
ー
で 

12

～
13
ノ
ッ
ト
程
度
）。
潮
流
は
か
な
り
あ
り
、
時
刻

に
よ
っ
て
変
化
す
る
。　
　
　

③
レ
ー
ス
海
面
の
水
質

　

マ
リ
ー
ナ
内
で
無
風
時
に
は
や
や
悪
臭
。
た
だ
し

レ
ー
ス
海
面
に
出
る
と
一
部
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ

ミ
の
浮
遊
（
特
に
潮
目
付
近
）
を
見
る
も
、
予
想
以

上
に
き
れ
い
な
印
象
。
特
に
湾
外
は
問
題
な
し
。

④
運
営
艇　

　

運
営
ボ
ー
ト
を
新
た
に
20
艇
購
入
。
内
訳
は
運
営

用
に
15
艇
、
審
判
用
に
５
艇
で
あ
る
。　
（
お
わ
り
）

ヘリコプターによるメダルレースの撮影

運営艇（運営・ジュリー）

リオのレース海面のレイアウト
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タ
モ
リ
カ
ッ
プ
横
浜
大
会
、
昨
年
は
台
風

の
襲
来
で
前
夜
祭
の
み
で
し
た
が
、
今

年
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
前
夜
祭
も
サ
ル
サ

も
レ
ー
ス
も
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

横
浜
大
会
は
参
加
艇
数
１
６
０
艇
超
、
パ
ー

テ
ィ
参
加
は
２
０
０
０
人
超
、
横
浜
ベ
イ
サ
イ

ド
マ
リ
ー
ナ
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
所
狭
し
と

セ
ー
ラ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

18
時
開
場
の
前
夜
祭
は
定
番
の
タ
モ
リ
ビ
ー

ル
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
腹

が
減
っ
た
人
は
吉
野
家
の
牛
丼
に
は
な
ま
る
う

ど
ん
、
最
後
は
タ
モ
リ
さ
ん
特
製
水
軍
カ
レ
ー

と
皆
さ
ん
大
満
腹
で
す
。

　

前
夜
祭
終
盤
に
は
福
岡
大
会
か
ら
引
き
続
き

の
参
戦
の
サ
ル
サ
バ
ン
ド
「
オ
ル
ケ
ス
タ・デ・

ラ
・
ル
ス
」
に
よ
る
大
迫
力
の
サ
ル
サ
演
奏
が

始
ま
り
、
舞
台
は
大
盛
り
上
が
り
。
最
後
に
は

タ
モ
リ
さ
ん
も
入
っ
て
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
は
翌
日
タ
モ
リ
さ
ん
が
乗
船
す
る
旗

艦
︿
み
ら
い
へ
〉
の
艦
長
が
登
場
し
、
タ
モ
リ

さ
ん
に
名
誉
艦
長
を
委
嘱
し
、
レ
ー
ス
に
向
け

て
準
備
は
整
い
ま
し
た
。　

　

レ
ー
ス
当
日
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
待
っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
に
ど
の
船
も
出
艇
！　

旗
艦

︿
み
ら
い
へ
﹀
の
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
水

上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
１
６
０
艇
が
横
浜
ベ

イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
沖
に
集
結
で
す
。

　

い
よ
い
よ
レ
ー
ス
。
コ
ー
ス
は
南
の
八
景
島

周
辺
ま
で
を
と
っ
た
た
め
、
八
景
島
近
く
で
練

習
す
る
学
生
ヨ
ッ
ト
部
も
レ
ー
ス
の
迫
力
に
驚

い
た
そ
う
で
す
。

　

レ
ー
ス
終
了
後
は
表
彰
式
、
シ
ャ
ン
パ
ン

フ
ァ
イ
ト
と
進
み
、
来
年
の
大
会
開
催
も
早
々

に
発
表
さ
れ
、
タ
モ
リ
カ
ッ
プ
横
浜
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
増
強
Ｐ
Ｊ
チ
ー
ム
は
神
奈
川

県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
同
大

会
の
野
外
会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
会
員
の
募

集
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
名
の

方
か
ら
新
た
に
会
員
加
入
の
お
申
し
込
み
を
受

け
ま
し
た
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
を

純
粋
に
楽
し
む
と
い
う
趣
旨
の
大
会
の
現
場
で

新
た
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
を
獲
得
で
き
た
こ
と

は
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
様
々
な
現
場
で
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
増
強
Ｐ
Ｊ

チ
ー
ム
・
細
川
敬
一
）

JSAF 会員増強プロジェクト（PJ）チームは今夏、会員獲得のための活動を行った。
宮城県松島、神奈川県横浜の活動をレポートするとともに、福岡のタモリカップもご紹介。

タモリカップ&
Ａ級全日本で活動！

JSAF会員増強プロジェクト

タモリカップ 2014
福岡大会

タモリカップ 2014　
横浜大会

様々な現場で
活動します

タモリカップとタモリビールを掲げるタモリさん（横浜）

JSAF ブースで JSAF グッズを購入の
カップル（横浜）
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海
を
愛
す
る
タ
モ
リ
の
日
本
一
楽
し
い

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
、
タ
モ
リ
カ
ッ
プ
福
岡

の
開
催
は
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
準
備

期
間
が
十
分
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
友
達
の
輪
が

大
き
く
広
が
り
、参
加
艇
１
１
８
艇
、パ
ー
テ
ィ

申
込
み
は
１
１
０
０
人
を
超
え
る
、
博
多
湾
史

上
で
最
多
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
見
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
昨
年
は
レ
ー
ス
直
前
に
20
ノ
ッ
ト

に
吹
き
上
が
り
、
レ
ー
ス
委
員
長
の
苦
渋
の
判

断
で
レ
ー
ス
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
パ
ー
テ
ィ

は
予
定
通
り
行
わ
れ
、
空
前
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
横
浜
大
会
も
同
様
で
、「
私

は
日
本
全
国
を
旅
す
る
『
日
本
一
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
は
、
タ
モ
リ
さ
ん
の
名
言

で
し
た
。

　

今
年
も
大
会
直
前
に
大
型
台
風
11
号
が
接
近

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
中
止
に
追
い
込
ま

れ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
タ
モ
リ
さ
ん
の

「
な
る
べ
く
早
く
開
催
し
た
い
」
と
い
う
意
向

で
翌
週
の
８
月
15
、
16
日
に
延
期
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
期
は
お
盆
で
し
た
が
80
艇
、

８
０
０
人
を
超
え
る
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
日
、
停
滞
前
線
は
ま
だ
九
州
上
空
に
居
座

り
、
前
夜
祭
前
に
は
時
折
遠
く
に
雷
鳴
さ
え
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。
午
後
７
時
、
予
定
ど
お
り

パ
ー
テ
ィ
の
幕
は
切
っ
て
降
ろ
さ
れ
、
タ
モ
リ

さ
ん
が
大
フ
ァ
ン
と
い
う
サ
ル
サ
バ
ン
ド
「
オ

ル
ケ
ス
タ
・
デ
・
ラ
・
ル
ス
」
が
登
場
。
灼
熱

の
リ
ズ
ム
が
降
り
注
ぐ
雨
を
水
蒸
気
に
変
え
て

い
く
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
ビ
ー
ル
で
ご
機
嫌

の
タ
モ
リ
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
コ
ン

ガ
（
細
長
い
太
鼓
）
の
腕
前
を
披
露
す
る
と
、

宴
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。「
タ
モ
リ
カ
ッ

プ
に
雨
な
ん
か
関
係
な
し
！
」
ま
さ
に
新
伝
説

の
誕
生
で
し
た
。

　

翌
日
の
海
上
パ
レ
ー
ド
は
、
雨
も
上
が
り

凛
々
し
い
キ
ャ
プ
テ
ン
ス
タ
イ
ル
に
身
を
包
ん

だ
タ
モ
リ
さ
ん
が
、
西
福
岡
マ
リ
ー
ナ
「
マ
リ

ノ
ア
」
の
観
覧
車
の
下
で
参
加
艇
を
激
励
し
て

い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
北
北
東
10
ノ
ッ
ト
の
風
で
11
時
、

お
約
束
の
オ
ー
ル
フ
ェ
ア
の
ク
リ
ア
ス
タ
ー

ト
。
博
多
湾
に
ぼ
ん
や
り
浮
か
ぶ
能
古
島
の
西

側
で
約
８
マ
イ
ル
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
コ
ー
ス

を
回
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
「
１
０
０
艇
を
越
え
る
福
岡
・

横
浜
大
会
を
企
画
し
て
、
初
め
て
レ
ー
ス
が
で

き
ま
し
た
ね
」
と
タ
モ
リ
さ
ん
の
言
葉
に
会
場

は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
初
代
タ
モ
リ

カ
ッ
プ
は
︿H

am
m

ingbird V

﹀
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
来
年
も
来
て
く
れ
る
か
な
!?
」
の
決
め
台

詞
に
「
い
い
と
も
～
!!
」
の
歓
声
が
福
岡
・
博

多
湾
に
大
き
く
こ
だ
ま
す
る
の
で
し
た
。（
福

岡
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
・
菅
原
弘
）

　小雨の降る松島の漁港には全国各地から往年
の名選手が集まってきました。北は東北、南は
九州まで、その元気さ、活発さはセーラーに年
齢は関係はない、と改めて痛感しました。
　会員増強 PJ チームはレース会場にブースを
構え、ＪＳＡＦグッズの販売と共に新規会員獲
得のための活動を実施しました。
　会場には選手のみならず、応援に駆けつけた
皆さんを含め３００人以上の方々が終結してい
ました。中には各校のＯＢ会から指名を受けた
若手ＯＢ、現役諸君も見られ、この大会にかけ
るＡ級ディンギーセーラーの意気込みを垣間見
ることができました。
　初日のレース終了後、全参加者を集めての大
パーティが開かれ、そこにＪＳＡＦ河野会長も
参加され、本会の盛り上がりを称えるとともに、
先に決定したオリンピック招致の説明があり、
今後の組織やボランティア体制の構築、また皆
様のご協力について謝意を表されました。さら
に、会員増強ＰＪについても言及され、新会員
登録システムの開始、オリンピックへ向けての

会員増強についてお話いただきました。
　大会二日目は河野会長も大会会場に来場さ
れ、レース観戦後、ＪＳＡＦブースで関係者や
現地の方とヨット談義をかわされ、会員増強に
関する勧誘も自らかってでていただきました。
その甲斐あり今回新たに日本Ａ級ディンギー協
会を介して２名の方が会員に登録していただき
ました。
　大会は地元開催の松島Ａ級帆走倶楽部が優勝
という結果で幕を閉じました。また、閉会式で、
岡山大学ＯＢ会で運営する飛沫会の有志がＡ級
ディンギーで津軽海峡を横断する、というチャ
レンジも発表され、大いに激励を受けておりま
した。その後このチャレンジ成功の報も届き、
オールドソルトのパワーたるや絶大なものがあ
るな、と痛感しました。
　ＪＳＡＦのみならず、ヨット界全体において
もこれだけのパワーある方々にもっともっと盛
り上げていっていただきたいと思い、引き続き
会員増強に邁進していきます。（JSAF 会員増
強 PJ チーム・細川敬一）

オールドソルトのパワーに感服

タモリカップ 2014
福岡大会

伝説、ここに
生まれる

福岡大会のタモリカップは <HammingbirdⅤ> に授与された

オルケスタ・デ・ラ・ルスのパフォーマンスに大興奮のセーラーたち（横浜）

パレードの旗艦となった
〈みらいへ〉（横浜。写真
提供／鈴木正子）

Ａ級ディンギー全日本大会

レジェンド







国際

受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

第3級海上特殊無線技士第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講できます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

24,000円 21,600円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
29,000円 26,100円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2015.1.25（日）
AM9:00 – PM6:30

第45 回
東京
教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.11.9（日）
AM9:00 – PM7:30

第31 回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.12.7（日）
AM9:00 – PM7:30

第32 回
大阪
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.10.5（日）
AM9:00 – PM6:30

第44 回
大阪
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第三会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    40名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2015.2.15（日）
AM9:00 – PM6:30

第46 回
名古屋

教室



国際

受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

第3級海上特殊無線技士第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講できます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

24,000円 21,600円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
29,000円 26,100円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2015.1.25（日）
AM9:00 – PM6:30

第45 回
東京
教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.11.9（日）
AM9:00 – PM7:30

第31 回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.12.7（日）
AM9:00 – PM7:30

第32 回
大阪
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.10.5（日）
AM9:00 – PM6:30

第44 回
大阪
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第三会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    40名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2015.2.15（日）
AM9:00 – PM6:30

第46 回
名古屋

教室



22J-SAILING VOL.108

Me�ageホームページをリニューアルしました。皆さんから多く
のご感想ご意見、ありがとうございます。今後も機
能・コンテンツは随時拡大します。まだご覧いただい
ていない会員の皆さん、まずは使ってみてください。 
http://www.jsaf.or.jp/ 
閑話休題。錦織圭選手の全米オープン準優勝。　
一戦ごとに放送枠まで広がって一気に盛り上って
いく様相に、スポーツ発展の可能性を改めて感じた

JAPAN CUP 2014で優勝を決めた〈KARASU〉の
クルーたち。満面の笑みがまぶしい（写真／中嶋一茂）

リオデジャネイロ選手強化 協賛社

環境キャンペーン 協賛社 外洋キャンペーン 協賛社

NO.108

次第です。2020年東京五輪という否が応でも盛り
あがる舞台で我等のJSAF選手がメダルレースを演
じる、なんて展開になるといいですね。ところでオリン
ピックは選手だけなく、JSAF会員も参加できること
はご存知ですか。ボランティアや活動募金が始まり
ました。ぜひ新しくなったホームページをご覧くださ
い。いやあホームページって便利ですね!

J-SAILING No.108　平成26年9月25日発行　通巻462号 　昭和42年12月25日第三種郵便物認可  
発行／公益財団法人日本セーリング連盟広報委員会　〒150-8050 東京都渋谷区神南1-1-1　
電話 03-3481-2357　ファクス 03-3481-0414　E-MAIL head@jsaf.or.jp
発行人／河野博文　編集人／柳澤康信　編集スタッフ／エディター・豊崎謙、フォトグラファー・中嶋一成、デザイナー・加瀬倫有
定価／300円（JSAF会員は会費に購読料が含まれています）
www.jsaf.or.jp

平成26年度賛助会員

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

マリンサービス児嶋

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

株式会社 宅配

　（柳澤康信／広報委員会委員長  J-SAILING 編集長）
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